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倉 沢 愛 子
日本の占領期か らその直後にかけて、東南アジア全域で見 られた米不足の問題 を取 り上げる
ことで、東南アジア各国間の地域連関を考えてみたい。
第二次世界大戦の終結時、東南アジアの多 くの地域を再占領 した連合軍は、極めて深刻な食
糧不足を目の当たりにした。戦前、約500万トンの米を生産 し、内300万トンを輸出 していた ビ
ルマでさえ極めて深刻な生産減に直面 し、上 ビルマでは飢餓状態が出現 して いた。同じく大 き
な穀倉地帯 を南部に抱えた仏領イン ドシナでは、戦前650万トンを生産 し、内150万トンを輸出
していたが、ベ トナム北部で餓死者が200万人 も出たと言われ る。米の自給がなんとか可能で
あ った ジャワも全域的に飢餓状態に置かれ、一方戦前か らの食糧不足地域で、需要の3分 の2
を輸入 に頼 っていたマラヤ ・シンガポールでは、状況 は一層深刻であり、また同 じく不足地帯
であ ったスマ トラも非常に深刻な状況であ った。
既にそのような事態を承知 していた イギ リス軍 は、戦争終結以前から既 に、 ビルマを押 さえ
てか らでなければ、マラヤの再占領は不可能であるという方針を秘か に立てて いた。っまり米
を確保 しなければ、マラヤや スマ トラへの侵攻は不可能だ ということが、 イギ リスの公文書の
中にも書かれていたということだ。
唯一、 日本の直接の支配 を免れたタイは、戦前約300万トンを生産 し、その内150万トンを輸
出 してお り、戦争による打撃 も比較的小 さく、近隣諸国への米の供給 は可能だ と言われていた。
日本の降伏後、直ちにタイに軍隊を進 あたイギ リスは、本国政府の食糧省 と連合軍東南アジア
司令部の協力の下 に、終戦 と共に直ちにシャム米穀部隊(SiamRiceUnit)と呼ばれる部 隊を
編成 してバ ンコクに送 り込み、タイ政府 と交渉 して東南アジア全域、な らびにイ ンド、香港に
供給す るための米の調達に乗 り出 した。
ここで言 う東南アジア全域 とは、あ くまで旧イギ リスの植民地 とイギ リスが終戦処理を担当
した地域であ り、フィ リピンは除かれているが、旧植民地 に加えて仏領イ ン ドシナの南部、
ジャワ、スマ トラは含 まれている。ただ、戦争当時の 「東南アジア」 という概念 は、現在の東
南アジア10力国とは異なり、特にイギ リスが使 う場合はイン ド、セイロン、パキスタンなどを





ていたイギ リスの企業の元職員等の関係者を集あて編成 し、タイ駐屯の連合軍 の指令を受け、
タイ政府の商業省と交渉を始めた。 これはバ ンコクに送 り込んだ部隊だが、 この他 にも東南ア
ジア司令部のあ ったセイロンのキャンディにタイか らの交渉団が送 られ、その交渉を主体と し
て、具体的なイギ リスとタイとの交渉が始まった。ただ、それは米問題に限 らず、タイとの間
の戦争終結のための平和協定一般の交渉であ った。 イギ リスはその際に、 タイに米150万トン
を無償で提供せよという条件を突 きっけた。当初、 タイはイギ リスに屈服す る姿勢であったが、
アメ リカがタイに好意的な立場をとったことか ら少 し強気になり、交渉は難航する。それで も
いったん1946年1月1日に調印 され、タイは米150万トンを無償提供す ることに同意 した。 し
か し最終的にこの約束は実行 されてはいない。有償 という形 になったが、具体的にどの程度が
イギ リスの手に渡 ったのかは把握できて いない。
イギ リスのPRO関係の文書 からデータを集めたが、実際にイギ リスが米 を集 めようと して
も、色々な阻害要因があって実現 しなか ったことが報告されている。戦争中、一時期 タイでは
洪水のような自然災害のために、生産が著 しく停滞 したものの、 ビルマやイ ン ドシナに比べれ
ば、戦争による影響での生産減は比較的少なかった。にもかかわ らず、その余剰分の輸出先は
あって も、主と して輸送能力の減退 という理由か ら輸出ができず、過去2年 の米の余剰が累積
していた。その後の収穫の余剰を加えれば、1年 間に150万トンの無償提供 は可能だという計
算をイギ リスは していたが、実際には次のような阻害要因によって不可能 とな った。農民の生
産意欲の減退による減産、外国為替の不確か さによる籾 の仲買人の供給控 え、精米所労働者
(主に華僑)のス トライキ、国内の情勢不安 によ って中国系住民が起 こした暴動 やス トライキ、
精米所の潤滑油、部品不足による精米能 力の減退、国内の鉄道輸送力の減退、船舶数の不足、
米袋の不足等である。
これは戦争直後の状況だが、実はこのファクターの殆ど多 くが、その まま日本軍 占領下の東
南アジア各地域 に当てはまる。 ビルマ は1942年か ら、 日本軍の 占領 により、第一の輸 出先で
あったイン ド、セイロンへの輸出ができな くな り、下 ビルマの米余剰は価格低下を招 き、農民
が生産意欲を失って減反 した結果、1944年の生産は国内需要す ら下回 るほどであ った。 しか し、
イン ド、セイロンへの輸出は不可能になったものの、日本軍の占領地全体を見れば、マラヤ、
シンガポール、スマ トラ、あ るいは日本その もの も、米の需要は大 きか った。 しか し輸送手段
の欠如のために供給は全 く実現 されなか った。
ビルマ国内の輸送手段の不足を具体的に見てい くと、河川交通の船舶 も鉄道 も、イギ リス軍
撤退時に破壊 されて使い ものにはならなかった。鉄道は鉄橋が破壊されてお り、日本軍が修理
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して も連合軍の攻撃でまた破壊 され るとい うことの繰 り返 しで、大 きく分けて三つの地域に分
断されて、相互の間の連絡がで きな くなった。 また車両 も、アバ川北部に多 くが残 された状態
で、ラ ングー ンを中心 とす る南の方は徹底的に車両数が不足 しており、い っそう輸送困難が生
じたという事実がある。
もう一っ、 ビルマ独特の問題がある。 ビルマの稲作はファーニバルが工業的経営 と呼んだよ
うに、非常に大 きな資本と労働力を大量に投入.し、企業のような形で経営す る。 しか も一っ一
っの農作業が、工場の流れ作業のように労働分担された生産体制をとっていた。その労働者の
多 くがインドか らの出稼ぎの移民であり、 日本の占領によって不安に怯え、イン ドに逃げ帰 っ
て しまった。そ して次の シーズンには もう新 しい労働力が入 って こないという状況があった。
精米所の労働者や港湾労働者 もイン ド系が多 く、同様に逃げ帰 ったたあに労働不足が生 じ、生
産 も流通 も低下 した。また大規模農業に必要な多額の資金を提供 していたの も、イン ドのチャ
ティアという金貸 しのカース トであ るが、彼 らもイン ドに逃亡 したために資金源 もな くな って
しまったという状況があった。
そ して全 占領地に当てはまる一 番深刻な問題は、 日本軍の米穀統制政策が うまく機能 しな
か ったことだろ う。これは日本国内の政策を模 した ものだったが、現地の社会 に馴染まなかっ
た。現地 自活を強調するあまりに、かなり小 さな区域内の米の移動のみが許され、その境を超
える自由な移動 は禁 じられた。全ての余剰米 はいったん中央に集め、中央の政策 に基づいて不
足地域に送る。例えば、不足地域のす ぐ隣に余剰地域があ って も、直接の移動が禁止 されて送
ることができないという効率の悪 さがあった。また日本の農業組合をは じあとす る組合方式の
統制 も現地に馴染まず破綻 して しまった。
また、連合軍の空襲による農地や交通手段の破壊 という要因 もある。 これは地域差 もあ るの
だが、 ビルマでは特に大きな打撃を受けていた。
このような ビルマの米経済のブレイクダウンは、東南ア ジアの 日本占領地全域に影響を与え
た。 とりわけ ビルマの米を期待 して いたマラヤ、 シンガポール、 スマ トラとい う米の不足地域
では、 さらにひどい状況 になった。マラヤ、 シンガポールでは、 これまで輸入の約35%をビル
マに依存 し、約60%をタイに依存 していた。 この比率がタイへ と偏 り、タイへの依存度がさら
に高 まっていくが、タイ政府は円決済を要求 して売 り渋 った。その結果、1941年を100とした
タイか らの米輸入量 は、44年には67、45年には54に減少 してい く。 もちろん、正式ルー トの輸





いが、スマ トラのパ レンバ ンを経由 して、ジャワからの密輸 もあった という報告 もされている。
密輸でマラヤの飢餓が救われていたことを考えると、その役割 は非常に大 きいと思われる。
さらにマラヤ、シンガポールの場合は、地域の米生産量の約半分を占めていた北部四州がタ
イへ割譲 になり、 これが非常 に大 きな痛手になった。1942年10月か ら43年3月の供給量を100
とすると、44年10月か ら45年3月の供給量は17に激減 している。 これはあ くまで公的な数字で、
密輸分を加わえれば もう少 し増え るだろう。だが、供給量減少の結果 と して死亡率の上昇は顕
著に表れている。例えばジョホールの例では、1942年の死亡件数に比べて43年には74%増し、
44年には2倍 にな った とい う統計がある。シンガポールで も出生件数 より死亡件数が上回る状
況にな っている。
こういう状況改善のために、占領地では様 々な努力を行 っていた。例えば現地自活を目指 し
た増産運動がある。二期作が可能な蓬莱米を導入 したが、 これはうま く根付かなかった。 日本
人技術者の派遣や、あるいはキャッシュ ・クロップの生産減による陸稲の耕作面積拡大 も行わ
れた。 また、 「マライ地区不要普及労務転換及遊休子女労務充用実施要領」を制定 し、女性で
もできる仕事 に男性が就 くことを禁 じ、男子の労働力を農業生産 に振 り分けている。輸送力減
少の改善のためには、全 占領地で一斉に木造船の建造を してい る。150トン級で、150馬力の
ディーゼルエンジンを装填 したものだが、実際にはその多 くがまだ乾 ききらない木材を使用 し
たために浸水する船が多 く、労力と材木を大量に投与 したわ りには効果が薄か った。
マラヤ独特の政策で は、都市住民の農村への集団移住政策がほぼ強制的な形で行われだ。例
えばジ ョホールのエ ンダウに、華僑を中心 とす るニ ュー ・ショウナ ン村を作ったり、 ヌグリ ・
スンビラン州のバハウには、ユーラシアン及びカ トリック教徒を中心 とするフジ村とい うコロ
ニーを作 っている。 またプロビンス ・オブ ・ウエスレイ州のベルタム村では、マ レー人を中心
とす る移住村を作 って農業生産にあた らせた。
この他、日本軍の統制政策があまりに もうまくいかず、シンガポールでは特例で民間業者に
よる米の自由な調達を特別に許可 している。 しか し、このような改善策 もほとん ど具体的な効
果を上げることがで きなか った。
数的に見れば東南アジア全域では、戦争状態で外との交易がな くな って も、十分自給できる
だけの米の余剰生産力を持 っていたはずだ った。 しか し地域間の移動が機能 しなかったために、
余 って腐 るほどの状態 だったところがあ る一方で、無 いところで は非常 に深刻な飢餓状態で
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米の被害が比較的軽 く、米の余剰を もっていたタイは、終戦後、連合国か ら敗戦国 としての扱
いを受けるのを免れた。 もちろん 自由タイ運動の功績 という政治的側面 も理解する必要はある
が、やはり現実に米を握 っていたという強みが大 きいと思 う。東南アジア全域が飢えていた時
期に、イギ リスの計算によれば150万トンの余剰を抱えてお り、これを政治的武器 にす ること
がで きたというのが タイの強みであった。
イ ンドにいたイギ リス人の ビルマ総督 は、イギ リスがタイの米に注 目しすぎることによって、
米供給国 としての ビルマの地位が脅かされるという危惧を持ち、タ イに依存す るイギ リス本国
の立場を批判す る書簡を送 っている。 しか し彼の危惧 したとお り、それ以後、 ビルマの米生産
および米輸出能力は非常に衰え、国際的な力を失 っていく。それに対 してタイでは、米が重要
な輸出アイテムとして長 く残 り続 けた。 日本の占領 はこのように戦後長 く尾を引 く影響 も与え
たのだと感 じている。
地域連関との関連で今後の研究の方向性を考えてみたい。私はジャワを専門と しているが、
ジャワの米問題を見てい くと、 どうして も東南アジア全域の米問題の把握な しには見えて こな
い部分が非常 に多 く、今回の研究では他の地域 にも言及せざるをえなか った。 このことか ら感
じたのは、いわゆる国際関係的にこの全域を見 るのではな く、やはり一国研究のような地域研
究の地道 な実証研究に基づいた ものでなければ説得力に欠けるということだ。今 日の私の報告
は実証に基づいてはお らず、非常 に説得力が弱いように思 う。地域の独特な社会関係を見据え
た上で、各国の詳細な地域研究を した上でなければ、このよ うな話はで きないのではないか と
痛感 した。地域研究と国際関係論的研究のどちらも大切なのだが、その二つが繋が った時に非
常 に大きな強みが出て来 るにちがいない。
そのよ うなことを考えて いた時、昨年の12月にシンガポールで 「日本軍政 に関す る国際会
議」が シンガポール大学の主催であった。そこでは東南アジアの占領期の米問題で、何 と5つ
も研究発表が出ていた。 こういう問題に同 じような関心 を持 っている方がいることで力強 く感
じたが、 もう一っの問題点 として、日本の軍政期だけをや っていたのではわからないというこ
とも感 じている。特に30年代の恐慌期か ら、50年代初め頃までを繋 いで見なければ、絶対にこ
の問題 はわか らないと考えている。 しか し45年か ら50年頃までの経済問題は、どの地域で もあ
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まりよくわかっていない。特 に地域間の連関の問題、例えばイン ドネシア研究で痛感 している
のは、イン ドネ シアの独立戦争期の混乱 した経済状態の時には、シンガポールとの密輸がイン
ドネシア経済を支えていたが、これは記録 としては全 く出てこない。 しか し海外との関係において
成 り立っていた部分は非常に大き く、できれば このような研究 も行 っていきたいと考えている。
その時 に感 じるのは、 この時期の統計 にどの程度の信頼性があるのか とい う疑問である。 日
本軍の統計やイギ リス軍の統計にも、それぞれバイアスがあるだろ うし、そ うい う混乱期に集
めた統計の正確さに も疑問がある。統計の信頼性、あるいはその裏付 けをどのようにとること
ができるのかが、今の一っ大 きな課題になっている。




これまでの一国研究を超えた、 しかも新 しい視点か らのアプローチでの報告であ った。本報
告への コメン トはタイの一国研究を している.私の能力の及ぶ ところでは無い し、さらにそのタ
イの米の問題 に明るいわけで もない。 しか しタイの米にっいて、特に戦中戦後の東南アジアと
の地域連関を調べ る場合、極 めて豊富な資料があることは紹介 してお きたい。4～5年 前にタ
イの国立公文書館で、タイ国軍最高司令部の文書が一括 して公表されお り、その中には多 くの
米に関す る資料 も含まれている。それを丹念 に見れば、今 日の報告の中で見 られた密輸あ問題、
あ るいはマラヤ、 シンガポールに向けた、親 日派の華僑及び 日本商社の米の輸出問題 もわか る
だろう。 また戦後に日本が戦中に備蓄 した膨大な米を処分す るのにあたって も、イギ リスが接
収する以前にタイが委員会を作 って売却 し、その代金をイギ リスに渡 しているような問題、あ
るいは日本軍が タイか ら買い付けた米の他地域へ供給にっいての資料な ども残 されている。私
は これらの資料を十分に調べたわけで もな く、コメン トで きる立場ではないかもしれないが、
敢えて今 日の ご報告に付いて何点かコメン トを してみたい。
まず、 レジメでは逆の ことが書かれて いる。賢明にも報告者 は読み上げ られなか ったが、
「戦後のタイ国の立場強化」では、アメ リカ、あ るいは中国の蒋介石 はタイには極めて好意的
であり、タイがアメリカに対 して宣戦布告を したに も関わ らず、交戦国としては扱わなか った。
イギ リスが タイを敗 戦国扱 い し、米を賠償的な意味で獲得 しよ うと して いたとい う点を指
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摘 しておきたい。
それか ら、 「華僑間の闇取引」で潮州商人が出てきたが、これはたぶんタイの対 日協力華僑の




使用されないまま終戦 を迎えて しまったことにな っている。
最後の 「今後の研究の方向性」で、米を通 して東南アジアの地域連関を見 るとい うことだが、
東南ア ジアだけではな く、例えば中国等 も加えて見る必要があるように思 う。戦前、30年代半
ばにタイ米の40%が中国に輸出されていると言われており、米の市場 は東南アジアだけではな
く、中国、あるいは東アジア等とも密接に関係 していた。それで、東南アジアに限 らず、中国
との関係 も見る必要があるのではないかとい う印象を持 った。
最後に今 日のテーマである 「日本の進出と東南アジアの形成」ということで、 日タイ関係を
米という点から見てみたいと思 う。




慌の中でタイの米輸出は落ち込んでいた。満洲問題で 日本の反発を買い、 日本に米が輸 出でき'
な くなることになれば不利 だ。そ こでタイは対 日関係の経済的な意味だけを考え棄権を したの
である。ところが日本側は、 日本が国際的に孤立 してい く中で、タイが 日本に好意を示 したと
政治的意味に理解 した。 しか しその後、 日本は1933年、34年と、外米の輸入を全面的に禁止す
る措置をとり、タイ米 も日本の市場を失う。日本への米輸 出ができず、 日タイ間で非常に貿易
のインバ ランスが生 じるという問題が起こったが、 この時点で もまだ米は経済問題以上の意味
はなか ったのであ る。
ところが1937年の 日中戦争になると、大 きな状況の変化が生 じた。日本は単 に日本での消費
だけではな く、 日本が占領 した中国地域に も米を輸入 しなければならな くなった。その中国へ
はタイが大 きな供給源だ ったが、米の流通を握 るタイの華僑達は日本に対す る輸出をボイコッ
トした。日本の米の需要は中国 も含めて非常に高 くなる、 しか しタイ華僑は供給 しないという
ことで、初めて米が政治的、軍事的な意味を持つようになる。
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結局、タイ政府がタイライスカンパニーという会社を設立 し、そ こが米を買 い付けて 日本側
に供給す ることになった。 この会社の設立理 由は二通 りの説明がされている。 タイの米の流通
を握 っている華僑から米の流通をタイ人の手 に移すために、タイ人の会社を作 ったとい う経済
ナ ショナリズム的な説明がその一つである。だが もう一つは軍事的な説明であ る。即 ち、 もし
ここで日本側に米を供給できなければ、 タイに侵攻す るように 日本軍に招待状を出す ことに等
しい。 タイは米を自分の手で管理で きないので、日本軍が入 ってきて自分でやるよ うになるこ
とを防ぐために会社を設立 した。後者の説明では軍事的な意味合いを米が持つようになったの
である。
さらに、日貨ボイコッ トの中で1938年に南僑総会が シンガポールで組織 されている。 これは
逆説的か もしれないが、日中戦争が、初めて東南ア ジア全域の華僑を団結 させ る契機 になった
のではないか。今 日の東南 アジア全域か ら華僑の代表が集ま り、抗 日戦争を支援す るための
色々な運動を展開す ることにな った。南僑総会は東南アジア華僑の初めての自発的組織 と言え
るか もしれない。1928年に南洋共産党がで きており、カバー している地域 もほとんど同 じだが、
この場合はコミンテルンが上から作 った組織で しかない。南僑総会の成立は東南アジァの形成
とい う観点か らは、大 きな意味をもつことであったよ うに思 う。
米の問題に戻れば、その後 タイライスカンパニーが作 られ、日本の占領地に対する米の供給
が行われる。1942年には、日本 はタイに金融協定を押 しつけ、タイのバーツと円を等価に して













が非常に重要な問題 として出て くると思 う。













倉沢 労働力 も大事だと思う。繊維 もあるが、
動 きは見えにくい。これはイン ドあたりから
全部入っていて、東南アジア全域が:不足地域
だったと思う。む しろ自給という問題に重点
が置かれている。綿や麻、ジュー ト等の生産
に重点を置いた研究だと繊維 もできるが、流
通はあまり目に見えてこないだろう。石油も
地域連関というよりも、む しろ原産地から日
本が取 り上げるという、二国間関係 しか見え
てこない。大きなインパク トを持 ったアイテ
ムは特に思いっかない。
加藤剛 タイ国の立場強化という点は、イギ
リスその他の国々が人道主義的な見地から米
がほしいということだったのか、あるいは腹
が減ると共産主義の方に走るという、共産化
への恐れという議論 も》タイの立場を強化す
るバ ックグラウンドとしてあったのだろうか。
倉沢 私が読んだ文書は1945年末か ら46年の
初め頃に限 られており、その段階では共産主
義の脅威は全 く出て こない。ただ人道的では
な く、治安秩序を保つために米が必要だとい
う配慮で、む しろ統治をやりやす くするため
に必要だという配慮が一番強かったと思う。
この段階ではまだ共産化は出てきていないが、
おそらくインドネシアやベ トナムのように、
す ぐ独立運動が起こった地域は、一層、人民
をおとなしくさせるという意味で、米でむ し
ろ引きつけるような政治的意味合いが強かっ
たのではないか と、漠然と感 じている。
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